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す Ni 触媒の設計・開発に加え、種々の物性評価による触媒作用の解明に取り組んだ。 
 第 1 章では、アルミナ担持 Ni 触媒 (Ni/Al2O3)において、希土類元素の添加がアンモ
ニア分解活性に与える効果について検討した。全ての担持 Ni 触媒は含浸法により調製







第 1 章において、希土類元素が Ni 触媒のアンモニア分解活性向上に有効であったこ
とを受け、第 2 章では希土類酸化物を担体に用いた Ni 触媒を開発し、Ni/Al2O3との比
較を行った。希土類酸化物は Al2O3に比べ表面積が非常に小さいにも関わらず、その担






適な Ni 担持量の検討を行った。  
第 3 章では、第 2 章で最も優れた性能を示した Ni/Y2O3触媒の更なる活性向上を目指
し、アルカリ土類金属の添加効果を検討した。Mg および Ca を添加した場合、その担
持量に依らず性能は大きく低下した。一方、Sr および Ba を少量添加した場合、Ni/Y2O3
の活性は大幅に向上した。Sr および Ba 添加触媒では、焼成後、アルカリ土類金属と
Ni による複合酸化物の形成が確認されており、アルカリ土類金属種が Ni 粒子の近傍に
存在すること、またそれにより金属 Ni との間に強い相互作用が働いていることが示唆
された。アンモニア分解反応において、速度論的に遅い窒素原子の脱離過程を各触媒
間で比較したところ、Sr および Ba 添加触媒は無添加触媒に比べ、窒素脱離過程がより
低温で完了することが明らかになった。これより、Sr および Ba が窒素脱離の促進に効
果的な成分であることが示唆された。  
第 4 章では、アルカリ金属、アルカリ土類金属、および希土類元素を含むペロブス
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カイト型酸化物；ANbO3 (A  = Na, K)、AEZrO3 (AE  = Ca, Sr, Ba)、AETiO3、AEMnO3、REAlO3 
(RE  = La, Sm, Gd)を担体に用いた Ni 触媒について評価を行った。検討した触媒の中で
は、Ni/AETiO3および Ni/AEZrO3が比較的高い性能を示し、その活性はペロブスカイト
型酸化物中の A サイトカチオンに強く依存した。特に Ni/BaZrO3は既存の Ni 触媒と比
べても活性が高く、窒素原子の脱離が比較的低温域で進行した。この挙動は、BaZrO3
担体が有する強い塩基性に由来していると考えられる。  


















 （続紙 2） 











(2) 希土類酸化物に担持した Ni 触媒のアンモニア分解活性を評価した結果、Ni/Y2O3が
高い性能を示すことを見出した。Y2O3担体は Ni 粒子の高分散化に効果的であり、また
Ni 表面におけるアンモニアの水素解離過程、およびそれに続く水素脱離過程を促進させ
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